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論　　文　　の　　要　　旨
　軽い原子核問の衝突において雪二原子分子状の原子核分子が短時問ではあるが形成されると考え
られる。それを実証するにはラニつの原子核を融合させ害高励起エネルギーの複合系を生成し雪そ
の崩壊過程で入射原子核群とは異った放出原子核群を測定して、共鳴が起っているかどうかを調べ
る方法が感度が高い。本論文は飛行中に崩壊するので測定が困難とされている8Be粒子を害放出原子
核として測定する事によりヨ共鳴確率が高いと考えられるアルファ粒子群交換反応を通じヨ複合系
で形成される共鳴を調べたものである。
第一部
　飛行申に2つのアルファ粒子に崩壊してしまうので従来の方法では測定困難であった8Be粒子を
如何にして測定するか種々の方法を試みラ高入射エネルギーの重イオンビーム照射時において最適
な方法を探した。そして8Beが二個のアルファ粒子に10■16秒で崩壊し，その際92keVのエネルギー
しか放出しないという、特殊な運動学的条件を巧みに用いた方法を考案した。その結果ヨ特殊スリッ
ト，エネルギー損失半導体検出器ヨ位置識別半導体検出器の3者による組合せ検出系が最良の装置
である事を確認した。
　これらの検出率と早遅同時計測圓路系によってう時刻。エネルギー害粒子を識別しラ多くの偶然
同時に混入するアルファ粒子群を排除して8Be粒子のみを撰別する事が出来た。更に従来絶対効率
については計算値を信頼して補正していたがヨ著者は計算の途中の仮定を検証するために，磁気分
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析電磁石を用いて二個に崩壊するアルファ粒子の運動量分布を測定した。その結果計算法の確かさ
を検証し得たとともにヨ絶対効率についても信頼し得る値を得る事が出来た。この事により雪測定
した微分断面積の絶対値についての信頼度を著しく高めた。
第二部
　8Be粒子の検出法を確立した後，この方法を用いて三2C（玉60，8Be戸Ne反応を研究した。即ち筑波大
学加速器センターのペレトロンタンデム加遼装置から得られる5＋ヨ6＋ヨ7＋価の酸素イオンを薄い
炭素膜に照射し害反応後に放出される8Be粒子を測定した。著者は未だデータの皆無なエネルギー領
域についてラ酸素イオンの加速エネルギーを変えて高エネルギー分解能でラ2“eの10本以上の状態
への遷移に関する微分断面積を二角度で測定した。測定された2“eのO令（基底）ヨ2＋（1．63－MeV），
4斗（4．25－MeV）状態への遷移に関する微分断面積の励起関数を統計的ゆらぎの理論によって分析
した。
　著者の得た第一の成果はう中問構造を持つ共鳴の発見である。即ち自己相関関数の解析からヨ励
起関数に現われている微分断面積のゆらぎは統計的に無秩序なゆらぎではなく，意味を持つ断面積
の増加であり，そのエネルギーは24，28ラ34MeVで起っていてラその幅は約700keVである。統計
的無秩序なゆらぎの幅は200keVである事が実験から得られているからヨこれらのエネルギーでの
増加は申間構造を持つ共鳴である事が実証出来た。次に既に見いだされ言性質の分っている他の放
出原子核群（12Cと160）に対する励起関数との相互相関関数をとる事によりヨそれらの共鳴の性質を
調べた。結果はヱ60の3一ヨ6ヨ13－MeV状態へ遷移する励起関数との相互相関は全くなく、良いア
ルファクラスター状態と考えられている160の0＋，6．05－MeV，2＋ラ6，92－MeV状態へ遷移する励
起関数との相互相関が強い事が分った。
　28Siの高励起状態で同じ原子核分子状態が生成しているかは，共鳴エネルギー及び共鳴幅の相関
だけでなく，その状態のスピンパリティの決定が不可欠である。著者の第二の成果は共鳴エネルギー
23．9MeVで角分布を測定する事により共鳴状態のスピンパリティを決定した事である。その結果
は角運動量亙4を持つ事が分りヨ8Beと20Neの0＋（基底）ヨ2＋（1163－MeV），4＋（4．25－MeV）
状態からなる二原子分子状態は、12Cと160の0＋ヨ（6．05－MeV）ラ2＋（6．92－MeV）状態からなる
原子核分子状態とは別の系列に属し纈28Siの高励起状態で別の系列の回転帯を形成している事を見
いだした。
　第三の成果はラ純統計理論と実測値との比較である。著者は28Siの高励起状態から崩壊するすべて
の放出原子核群の状態を考慮して断面積を計算し，測定値のある放出原子核群の状態を先ず再現し
た。しかし8Beと20NeのO斗（基底）、2キ（ヱ．63－MeV）ラ4キ（4．25－MeV）状態への微分断面積及
び励起関数はヨ実測した二角度では実測値の20倍になった。12Cと’60系がよく実測値を再現してい
るのとは著しく対称的である。又角度分布も実験値を再現しない。この事から特定のスピンパリティ
を持ち。中問構造をもつ共鳴がこのエネルギー領域では点在していて，純統計理論から期待される
様に多くの状態が混在していない事をこの結果は示唆している事が分った。
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審　　査　　の　　要　　旨
　寿命が短かく飛行中に崩壊するために測定困難とされていた8Be粒子を測定する方法を確立した
事，及びこの新しく工夫した方法を重イオン反応に適用しラ複雑で多様な放出原子核群の中から収
量の少い8Be粒子を高エネルギー分解能で識別し得た事は、著者の実験的センスの艮さと技術の高
さを示すものである。更に著者は未だ他人の行っていないエネルギー領域で里共鳴確率の高いと考
えられているアルファ粒子群交換反応12C（160ラ8Be）2．Neを選び，励起関数の精密測定を行った。
その結果を統計的ゆらぎの理論を用いて解析しラー見無秩序と思われるゆらぎの中から規則的に現
われる共鳴群を見い出し，その性質を調べた。この共鳴の観測は28S1の高励起状態に8Beと2θNeから
なる原子核分子状態が形成している証拠を示すものである。これら一連の仕事は，著者が複雑な現
象から新しい事象を見い出す観察力の鋭さと，その事象を起している原因を追究する探究力の豊か
さを保持している事を証明している。
　よって里著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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